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慢性中耳炎に対す るKW-1062の 使用治験
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慢性中耳炎に対する治療法は外科 的療 法が主体であ

る。 とくに近年は病巣除去 と共に聴力増進を考慮した鼓

室成形術が施行される。しかし,こ ういう手術的療法を

成功させるには術前に耳漏を停止させ鼓室を乾燥させて

おく必要がある。

ところが慢性中耳炎耳漏からグラム陰性桿菌が分離さ

れた場合,こ ういう術前処置を施 こすことが困難であ り,

いまだに未解決になっている.し かも実際にはこうい う

caseが 多い。

今回私共は協和醗酵工業(株)に よって開発された,ア

ミノ配糖体抗生物質であるKW-10621,2)を 使用する機会

を得たので,そ の成績を報告する。

1. 対象および投与方法

グラム陰性桿菌(Proteus inconstans, Proteus mor-

ganii)が 分離された慢性中耳炎患者6例 にご使用した。投

与量は,1日40mgあ るいは50mgを8～12回 筋注し

た。また,必 要に応じ本剤の局所療法(耳 浴)を 併用した。

II. 臨 床 成 績

Pr.inconstans分 離例3,Pr.morganii分 離例3に

本剤を使用し,す べてに有効以上の効果を認めた。以下

その臨床例および経過について述べる(Table1)。

1. Pr.inconstans分 離症例

No.1 症例 診断名:左 慢性中耳炎,昭 和49年7月17

日初診

幼児から左慢性中耳炎にて保存的療法をうけるも膿性

耳漏が持続,初 診時および同年9月11日 におこなった耳

漏の細菌検査ではPr.inconstansが 分離されたが後者

におけるルーチ ンの感受性 テス トではほとんどの抗生

剤(SM, CP, TC, KM, CL, CER, ABPC)に 耐性を示した。

同年11月1日,レ 線所見か ら中耳真珠腫症と診断し,

中耳根治手術を施行。昭和50年2月 に真珠腫の再発が

みられ再手術。その後も耳漏が停止せず耳洗,肉 芽除去

などの治療を繰返す。 この間の細菌検査でも依然 として

Pr.inconstansが 分離された。感受性検査でも耐性を示

した。

昭和51年3月8日 からKW-106240mg/dayを12回

1～2日 間隔で筋注した。 総投与量480mgで 耳漏が停

止 した。なお局所療法として,注 射時にKW- 1062の2

mgに よる耳浴をおこなった。 この間特記すべき副作用

はみられなかった。

No.2 症例 診断名:左 慢性中耳炎(術 後感染症)昭

和51年2月23日 初診

約10年 前に中耳根治手術をうけ,約2年 前か ら膿性

耳漏が持続する。 初診時の細菌検査でPr.inconstans

が分離され,ル ーチンの感受性検査で耐性を示 した。同

年3月15日 か らKW-106250mg/dayを 連 日8回,総

量400mgを 筋注した。 この間2回 鼓室内肉芽を除去し

局所療法としてKW-10622mgに よる耳浴をおこなっ

Table 1 Clinical response of KW-1062
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た。注射開始後5回 目から耳漏が停止し約15日 間で乾

燥した。副作用はとくになかった。

No.3 症例 診断名:右 慢性中耳炎(中 心性穿孔型)

昭和51年3月10日 初診

幼時から慢性中耳炎といわれ治療をうけ,年 に数回耳

漏をみる。鼓室成形術施行のため来院。初診時所見で中

等度の膿性耳漏があり,細 菌検査でPr.inconstansが

分 離された。ルーチンの感受性検査では耐性を示した。

同年3月17日 か らKW-106250mg/dayを8回 総量

400mgを 隔 日筋注したQ注 射4回 目から耳漏停止がみ

られた。局所は通気療法を行なった以外とくに処置 しな

かった。なお同年4月 に鼓室成形術をおこない現在経過

良好である。

2. Proteus morganii分 離症例

No.4 症 例 診断名:左 慢性中耳炎(中 耳真珠腫症)

昭 和51年2月17日 初診

3年 前から左膿性耳漏 と耳鳴があるo初 診時のレ線学

的所見で左中耳真珠腫症 と診断した。また細菌検査では

Pr.morganiiが 検 出され,感 受性検査でSM,CP, TC

に感受性を示 した。その後耳洗CP耳 浴をおこなって

か らも耳漏が停止せず,同 年6月8日KW- 1062 50

mg/day8回 隔 日注射し,ま たKW-10622mgの 耳浴

などを併用した。

耳漏は膿性から水性に変化 し,そ の量も著明に減少し

た。なお培養にて菌の消失が証明された。この間副作用

はとくにみられなかった。

No.5 症例 診断名:左 慢性中耳炎(中 心性穿孔型)昭

和51年3月1日 初診

数年前外傷により左鼓膜穿孔,以 後膿性耳漏が続 く。

初診時の耳漏検査でPr.morganiiが 分離され,ル ーチ

ンの感受性検査ですべてに耐性を示 した。同年3月8日

か らKW-106250mg/dayを 連 日10回 総量500mgを

筋 注した。局所にはその2mgの 耳浴を連 日行なった。

注射後5回 目から耳漏性状が膿性から漿液性に変化し,

注射終了時にはほとんど停止したoそ の間とくに副作用

はみられなかった。

No.6 症例 診断名:右 慢性中耳炎(術 後感染症)昭 和

51年5月5日 初診

3年 前にご中耳根治手術を うける。その後も乳様部術創

よ り多量の膿性分泌物が流出した°初診時の細菌検査で

はPr.morganiiが 検出されルーチン感受性検査ではす

べてに耐性であった。同年5月12日 か らKW- 1062 50

mg/day12回1～2日 おきに総量600mgを 筋 注した。

なお,局 所には0.2%リ パ ノール液耳洗 とKW- 1062

の3～4mgの 耳浴を毎注射時に行なった。 注射後7～

8回 目から耳漏が著明に減少してきた。注射終了後 も完

全乾燥には至らず現在も経過観察中であるが,菌 培養検

査では陰性であった。

III. 考按 ならびに結語

慢性中耳炎でグラム陰性桿菌(.Pr.inconstans, Pr.

morganii)が 分離された6症 例に対 してKW-1062を

使用し,著 効4例,有 効2例 の成績を得た。慢性中耳炎

耳漏に該菌が分離 された場 合,ル ーチンの感受性検査

(SM, CP, TC, KM, CL, CER, ABPC)で はほとんど耐性

がみ られ,使 用薬剤の選択に迷わされる。またこれまで

の耳洗や通気などによる局所の乾燥療法をおこなっても

ほとんど効果を示さない例が多い。

今回の臨床的治験では耳漏分離菌 とKW-1062と の直

接的なin vitroの 抗菌カテス トは行なわなかったが,

同剤の注射ないし耳浴などの併用療法でほとんどの例が

耳漏の停止ないし著明な減少をみ てい る。 この ように

KW-1062はPr.inconstansやPr.morganifに よる

中耳の慢性感染症にすぐれた治療成績を示してお り,慢

性中耳炎の治療には欠かせない抗生物質であることが立

証された。同剤の投与期間さらにはその後においても聴

覚機能を含めた自他覚的所見による副作用を呈したもの

は1例 も認めなかった。

本研究においては,1例 を除き他の5例 にKW- 1062

の耳浴療法を併用 した。 これによる自他覚的所見での聴

覚障害も否定され,今 後局所療法剤としての可能性が示

唆された。今回の治療成績をまとめると以下のとお りで

ある。

1. 慢性 中耳炎耳漏からPr.inconstansが 分離され

た3症 例にKW-1062を 使用 し,全 例耳漏の停止(著効)

をみた。

2. またPr.morganii分 離例では1例 著効, 2例

有効であった。

3. 聴覚障害およびその他の副作用を呈したものは1

例 もなかった。

3. 本研究でKW-1062の 耳浴併用療法を試みた。同

剤の点耳,耳 浴剤としての可能性も認められた。
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Clinical investigations of KW-1062, a new aminoglycoside antibiotic, were carried out in 6 cases of 

chronic otitis media caused by Proteus inconstans or Proteus morganii. Efficacy was excellent in 4 

cases and good in 2 cases. Auditory disorders and other side effects were not encountered throughout 

all the cases.


